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今年は例年になく暖かなロが続いたので雪が降らない 8 りま した。
かと思 っ ていま した。 しかし、 1月31日から寒波がやっ ･
て来て 2月 2 ロから 3 日にかけ永木地区にも 1oc m ほど雪 :
が積もりました。 朝、 学校に来ると中庭は一面雪景色に :

変身していま した。 今年転勤してきた先生は、 銀世界を #
見るのが珍しく、 子どもたちと中庭で雪合戦や雪だるま 8
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又藁…讓薹
黛 2月20 H 、 中山町ス キー教室が大出ス キー場で開かれ

ざ"ささざ : ま した。
講習では、 41名の参加者がそれぞれの レ ベル ごとに 7
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も ま" の木橋には、 冬のソナタのユジンとカン ･ ジュンサンが 逡
寄り添う姿を作りま した。 あまりの熱愛で雪がとげそう "
です。 わたしもそのうちきっと…。 と嘆く声もありました滝
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e 初めてスキーをする グルー プも 2 つありま したが、 何
窕 度も転びながらも、 みんなが段々うまく滑れるようにな

いて‘論ぜ
姉妹町 愛媛県中山町 の

話題を紹介します。 :
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(上中山保育所にて)
【関連記事 6ページ】

　　 　 　
穿̂さあ 。

｢ちあき｣の代打で広報を担当させていただきました。今回の広報は、荒削りな面も
多かったはずです。どうぞ、ご容赦ください。
さて、中山町での広報発行は今回が最終となります。そして、4月初めには新大山町
の創刊号が発行される予定です。
合併に伴って町名や行政サービスの内容が変わりますが、人と人との繋がりは変わ
りません。逆にいろんな人と出会う機会が増えるので、何かと理由をつけては ｢一杯や
るか!｣なんてこともあるでしょう。合併の調整過程でも名和や大山の方と知り合うこと
ができました。
楽しみの半面、問題は、飲みすぎて妻から小言を言われることと、小遣いの中で、どう

やって飲み代をひねり出すか7ということくらいでしょうか?とはいうものの、私は大のお酒
好きではなく、飲む時の雰囲気が好きなんですよね。皆さんも飲みすぎには注意してくだ
さい。 (だい)7 つノノ

;ね るシ
ノメ 鬮驫
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甲
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島
根
県

前
田

知
恵
美

曲
松

人
の
動
き
薮
称
略
)

お
誕
生
お
め
で
と
う

の
氏
名

保
護
者

住
所

江
原

光
子

　

　

　　　

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

前
田

正
言

れ
歳

中

文長久光 よ壽壽治正
一二字子 し男位義信

(↑月末現在人口 ) :
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河
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中
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じ
る
に
あ
た
り
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働

ず　
れ

◆

昭
和
二
十
二
年
三
月
、

東
伯
郡
中

山
村
と
西
伯
郡
逢
坂
村
の
郡
境
を
越

え
た
合
併
に
よ
り
中
山
町
と
し
て
発

足
し
て
以
来
、

四
十
八
年
を
迎
え
ま

し
た
。

中
山
町
は
南
に
秀
峰
大
山
、

歴
史

に
名
高
い
船
上
山
、

北
に
は
紺
碧
の

日
本
海
を
望
む
、

恵
ま
れ
た
大
自
然

の
宝
庫
で
あ
り
、

か
つ
て
後
醍
醐
天

皇
が
船
上
山
か
ら
伯
耆
の
匡
を
眺
め

ら
れ
｢
美
な
る
哉
、

実
に
や
国
の
中

山
｣
と
賞
せ
ら
れ
た
と
い
う
故
事
を

も
っ
て
、

そ
の
名
の
由
来
と
し
て
き

ま
し
た
。

今
一
番
貴
重
な
自
然
と
素
朴
で
温

下

か
い
人
の
心
は
、

か
け
が
え
の
な
い

本
町
の
宝
で
す
。

こ
れ
は
、

脈
々
と

育
ま
れ
て
き
た
本
町
の
伝
統
と
歴
史

で
あ
り
、

さ
ら
に
次
代
に
受
け
継
い

で
行
く
べ
き
も
の
で
あ
る
と
確
信
し
、

こ
の
町
の
歴
史
や
文
化
が
、

住
民
一

人
ひ
と
り
の
胸
の
中
で
輝
き
続
け
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

本
町
の
四
十
八
年
間
の
歴
史
を
振

り
返
っ

て
み
ま
す
と
、

生
産
基
盤
の

整
備
、

道
路
網
や
下
水
道
の
整
備
、

小
学
校
の
統
合
、

中
学
校
の
全
面
移

転
な
ど
完
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、

国

内
外
交
流
の
活
発
化
、

ふ
る
さ
と
フ

ォ

ー
ラ
ム
な
か
や
ま
、

四
季
彩
園
な

ど
福
祉
と
文
教
の
森
の
完
成
、

さ
ら

に
温
泉
湧
出
に
伴
う
中
山
温
泉
･

生

活
想
像
館
の
完
成
、

温
泉
付
き
宅
地

分
譲
地
の
販
売
な
ど
、

確
実
で
確
か

な
足
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ひ
と
え
に
、

町
民
の
皆
さ
ん

化
の
ご
理
解
と
、

私
が
提
唱
し
て
き
た

対
話
と
協
調
の
基
本
理
念
の
も
と
に
、

積
極
的
な
町
民
参
加
、

ご
協
力
の
賜

物
と
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
の
合
併
は
少
予
高
齢
化
、

厳
し
い
財
政
状
況
を
背
景
に
、

本
町

は
名
和
町
、

大
山
町
と
の
合
併
を
選

択
し
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
二
町
は
秀
峰
大
山
の
ふ
も
と
で

そ
の
恵
み
を
等
し
く
受
け
、

地
理
、

歴
史
、

文
化
の
面
で
価
値
観
を
共
有

し
て
い
る
地
域
で
す
。

私
は
、

必
ず

や
合
併
に
よ
り
新
た
な
力
を
得
る
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

中
山
町
は
三
月
二
十
七
H
を
も
っ

て
閉
町
し
ま
す
が
、

合
併
は
終
わ
り

で
は
な
く
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

始
ま
り
で
す
。

中
山
町
を
愛
し
、

中

山
町
に
多
く
の
恵
み
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
町
民
の
皆
様
へ
の
熱
い
感
謝

の
誠
を
さ
さ
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

中山 田丁開田丁式典
　　　　　　　　　　　霊　

中
山
町
と
名
和
町
、

大
山
町
両
町

と
の
合
併
を
前
に
、

二
月
二
十
七
日

(
日
)
中
山
町
閉
町
式
典
が
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、

各
部
落
区
長
の
ほ
か

近
隣
市
町
村
長
や
国
会
議
員
、

県
議

会
議
員
な
ど
の
来
賓
を
含
む
約
二
百

人
が
出
席
し
、

町
民
歌
を
斉
唱
し
た

あ
と
町
政
発
展
に
功
労
の
あ
っ

た
四

十
三
の
団
体
や
個
人
に
表
彰
状
、

感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。

(敬
称
略
)

☆
-
号
該
当
(
町
の
教
育
、

産
業
そ

の
他
公
益
事
業
に
関
し
功
労
顕
著
な

る
個
人
ま
た
は
団
体
)

人
形
劇
団
た
ん
ぽ
ぽ

(
ぬ
く
も
り
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
)

中
央
公
民
館
花
づ
く
り
教
室
(地
域

環
境
の
美
化
に
真
献
)

斉
尾

清
(地
域
の
消
防
活
動
に
尽
力)

川
中
照
雄
(人
権
教
育
の
発
展
に
貢
趣

大
西
忠
義
(人
権
教
育
の
発
展
に
貢
献)

川
本
善
教
(人
権
教
育
の
発
展
に
貢
献)

平
福

学
(社
会
体
育
の
向
上
に
貢
祕

川
崎
美
里
(社
会
体
育
の
向
上
に
貢
献)

柴
田
直
樹
(社
会
体
育
の
向
上
に
貢
献)

向
陽
徳
雄
全更
生
保
護
活
動
に
貢
献)

中
川

博
(
果
樹
の
振
興
に
貢
献
)

金
平

収
(
ブ
ロ

ッ

コ

リ
ー
の
振
興

に
貢
献
)

手
嶋

浩
(
果
樹
の
振
興
に
貢
献
)

野
口
義
顕
(地
域
農
業
の
振
興
に
貢
献)

林
原
博
寿
･

由
美
子
(
ブ
ロ

ッ

コ
リ

ー
の
振
興
に
貢
献
)

高
見
佐
利
(白
ネ
ギ
の
振
興
に
貢
献)

北
村
雅
文
(
ス

ィ
ー
ト
コ

ー
ン
の
振

興
に
貢
献
)

奥
田
格
隆
(酪
農
の
振
興
に
貞
献
)

田
中
昭
範
(肥
育
牛
の
振
興
に
貢
献)

加
藤

明
･

節
子
(
酪
農
の
振
興
に

貢
献
)

大
場

繁
(白
ネ
ギ
の
振
興
に
貢
献)

森
下
英
明
(
ブ
ロ

ッ

コ

リ
ー
の
振
興

に
貢
献)

山
下
正
大
･

敏
子
(酪
農
の
振
興
に

貢
献
)

☆
二
号
該
当
(
満
十
‐
一
年
以
上
町
長
、

町
議
会
議
員
、

助
役
、

収
入
役
、

教

育
長
の
幟
に
あ
っ

た
者
)

下
池
忠
正
(
町
長
と
し
て
町
政
発
展

に
貢
献
)

林
原

誠
(
町
議
会
議
員
と
し
て
町

政
発
展
に
貢
献
)

澤
田
正
己

(
町
議
会
議
員
と
し
て
町

政
発
展
に
貢
献
)

野
口
俊
明
(
町
議
会
議
員
と
し
て
町

政
発
展
に
貢
献
)

▲功労者の方々へ下池町長から表彰状が手渡されました

☆
三
号
該
当
(満
十
五
年
以
上
各
種

行
政
委
員
会
委
員
、

町
内
小
中
学
校

の
教
職
員
と
し
て
勤
続
し
た
者
)

佐
々
木
博
史

(小
中
学
校
の
校
医
と

し
て
児
童
生
徒
の
健
康
管
理
に
貢

献
)

平
福
‐

恵
(
小
中
学
校
薬
剤
師
と
し

て
児
童
生
徒
の
健
康
管
理
に
貢
献)

☆
四
号
該
当
(
満
十
六
年
以
上
町
職

員
と
し
て
勤
続
し
、

功
労
顕
著
な
る

者
)
井
上
浩
行
(町
職
員
と
し
て
勤
続
)

進
野
美
穂
子
(町
職
員
と
し
て
勤
続)

門
脇
.

人

(町
職
員
と
し
て
勤
続
)

山
岡
浩
義
(町
職
員
と
し
て
勤
続
)

井
上
隆
志
(町
職
員
と
し
て
勤
続
)

☆
六
号
該
当
(
町
に
対
し
三
十
万
円

以
上
寄
付
し
た
個
人
)

渡
辺

修
(
芸
術
振
興
に
多
数
の
絵

画
を
寄
附
)

箆
津
敏
明
(
学
校
図
書
の
充
実
に
多

額
の
金
具
を
寄
附
)

豊
島
利
通
(
国
内
外
交
流
事
業
に
多

数
の
版
画
を
寄
附
)

☆
七
号
該
当
(
特
に
表
彰
を
必
要
と

認
め
ら
れ
る
者
)

細
谷
敏
夫
(
ナ
ス

パ
ル
音
頭
を
作
成

し
中
山
温
泉
の
P
R
に
尽
力
)

山
崎
茂
幸
(
交
通
安
全
指
導
員
と
し

て
交
通
安
全
活
動
に
貢
献
)

高
見
貞
代
(
中
学
校
の
茶
華
道
ク
ラ

ブ
指
導
者
と
し
て
教
育
に
貢
献
)

☆
感
謝
状
贈
呈
者

白
石
正
明
(
除
雪
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
と

し
て
生
活
道
路
の
確
保
に
貢
献
)

　　　
　　

ノキ′

れる･′,

高
見
純
一

(除
雪
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
と

し
て
生
活
道
路
の
確
保
に
貢
献
)

橋
丼
長
年
(
小
学
校
の
白
樹
園
構
想

に
協
力
し
、

百
樹
園
完
成
に
貢
献)

下
池
町
長
は
式
辞
で

｢
豊
か
な
自

然
と
温
か
い
人
の
心
は
本
町
の
宝
で

す
。

私
は
、

必
ず
や
合
併
に
よ
り
新

た
な
力
を
得
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
｣
と
述
べ
ま
し
た
。

中
山
町
は
昭
和
三
十
二
年
三
月
に

誕
生
し
て
か
ら
満
四
十
八
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、

本

年
三
月
-
-

十
八
日
に
は
新
生
｢
大
山

町
｣
が
誕
生
し
ま
す
。

私
た
ち
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
町
民
で
あ
っ

た
こ
と
に

誇
り
を
持
ち
な
が
ら
、

よ
り
発
展
的

な
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

霊
漏
広

▲全員で町民歌 ｢我がこんの故郷｣ を斉唱

かやま 3月号〆̂〕
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広報なかやまの記事から

ず
“

昭
和
三
十
二
年
に
中
山
町
が
発
足
し
、

そ
の
年
の
五
月
に
創
刊
さ
れ
た
広

報
｢
な
か
や
ま
｣
も
、

こ
の
五
七
四
号
が
最
終
と
な
り
ま
し
た
。

中
山
町
が
歩
ん
で
き
た
、

こ
の
四
十
八
年
間
を
、

広
報
の
記
事
で
振
り
返

っ

て
み
ま
し
ょ

う
。

、
、
′

、
l
′

▲イワシすくいでにぎわう (昭和4 2年)、、/
、、
?

、-濃ア

･
町
特
産
の
即
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献
上

(昭
和
54
年
)

さ
ん一
同
)天
綸
斎
き
公
燭
-福

L
を
真
排
し
い
r
ク
サ
ー｣
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叛
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落の人たら

ク
レ
の
大
群
が
押
し
常
せ
、

藻
ま
と
き
な
ら
ぬ
に
ぎ
わ
い

を
み
せ
ま
し
た.
こ
の
イ
ワ

レ
が
済
度
に
入
り
込
ん
だ
の

は
、
九
月
五
臼
か
ら
下
旬
に

か
封
て
で
、
官
報
の
野
漉
堤

に
は
、
タ
モ
を
持
う
た
百
友

･…!
、も
の
人
た
ち
か
鈴
競
り

と
な
っ
て
、
イ
ワ
シ
す
く
い

ニ
ヤ
蝶
し
ま
し
た
.

ハ
マ
テ
に
雌
わ
れ
て
港
内

に
は
い
っ
た
も
の
と
漁
匪
さ

ん
ま
い
っ
て
い
ま
す
事
、
娘

も
大
戸
だ
っ
た
の
は
し
日
と

十
銭
で
、
七
封
だ
け
で
も
十

云
¥
“
入
り
で
五
十
箱
も
と

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
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二
十
世
紀

裏
室
ひ
ば
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に
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鱒
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▼ミス2 0世紀、 美空ひばりに梨篭贈呈 (昭和3 2年)
月
之
喋
孚
に
、
拠
駕
ん
巧駒
公
,
残
湊
日
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本
町ずた…字
上
脳
の
-蒿“樅
舞
#
!
き
ん

◇≧-

十
一
才
)
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･今
年
の
夏
は
県
外
へ
解
熱
二
r
世
記
“罰｣

活
淺
さ
れ
る
こ
と
に
な
う
/し

　
　
　　
　
　

…
を
臼
※
…チ
公
直
り
…又"空
ひ
ば
り
き
ん
に

一
を
こ
勢
く
そ
シ
ベ
褒
で
豊、
碗
の
幅
塁
を

し
ま
し
た
。

…

字
一も
信
“
鈎
度
超
皺
競
馬
郡
八
万
手
を

…

つ
く
し
て
や
う
と
類
彫
に
筬
増
し
た

と
い
･へ
苦
心
の
森
。
古
誌
殆
家
ず
さ

ん
、
左
ま
た
唇
ひ
ば
り
き
ん

◇
石
器
時
代
の
砥
石
か

無
数
小
学
銑
長
全
局
謝
氏
は
、
こ
の
ほ

ど
全
揆
姿
円
者
丘
で
,
与
え
0
如
き
、

◆
定
置
網
に
三
十
年
ぶ
り
の
マ
グ
ロ
が
(
昭
和
59
年
)
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中
山
漁
協
定
置
網
に
六
月
十
…
日

夕
方
、
マ
グ
ロ
が
国
本
(八
ト
火
ゞ

ー
六
ト
九
･む
か
か
り
御
崎
漁
港
に

水
揚
げ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
沢
網
は
沿
岸
漁
業
の
振
興

の
た
め
四
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下
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御
崎
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に
設
置

へ
広
報
五
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号
に
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載
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現
在
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朝
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二
回
水
揚
げ
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歩窯J
が
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潔
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大
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揚
げ
に
漁

業
関
係
者
は
火
響
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。
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1
日
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閣
僚
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来
賓
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待
し
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま

　　　　当日
は、
下
池
町
長、
奥
田
議
長、
来
賓
の
方
の

あ
い
き
つ
の
あ
と
下
申
出
身
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渡
辺
戴
伯
の
テ
サ
イ

ン
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よ
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と
ん
張
ひ
ろ
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渡
辺
画
伯
に
よ
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と

し,◆
う
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く
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舞
い
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露
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あ
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て
も
も

り
あ
か
り
ま
し
た,

ま
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竣
工
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の
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温
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館
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繭
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の
テ
ー
プ
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ノ
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行
な
わ
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入

館
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っ
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い
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民
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さ
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と
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倦
む
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琶-
-

三

一幸一
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㈲
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一

,
第
11
回
中
山
町
小
･

中
学
生

読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー

ル
,

恒
例
の
中
山
町
小
･

中
学
生
読
書

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

(
町
民
文
庫
主

催
)
が
二
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
、

二
百
九
十
四
編
の
応
募
の
中
か
ら
小
･

中
学
生
の
各
部
門
の
入
賞
作
品
各
六

点
が
選
考
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
読
書
感
想
文
コ

ン
ク
ー
ル
は
、

町
民
文
庫
が
平
成
六
年
五
月
に
開
館

し
、

そ
の
年
に
第
◆
回
を
開
催
。

△7

年
で
第
十
一
回
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、

中
山
町
と
し
て
最
後
の
読
書
感
想
文

コ

ン
ク
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

近
年
、

児
童
生
徒
数
の
減
少
の
中

で
も
、

町
民
文
庫
の
図
書
利
用
の
増

加
や
学
校
と
家
庭
で
の
児
童
生
徒
の

読
書
活
動
の
高
ま
り
な
ど
で
読
書
感

想
文
コ

ン
ク
ー
ル
の
応
募
者
も
順
調

に
増
え
、

六
年
連
続
の
二
百
五
十
編

以
上
の
応
募
数
と
な
り
、

読
書
活
動

の
成
果
が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

入
賞
し
た
各
受
賞
者
に
は
後
日
、

各
小
･

中
学
校
長
か
ら
表
彰
状
と
楯

(
副
賞
)
が
そ
れ
ぞ
れ
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

受
賞
さ
れ
た
児
童
生
徒
の
み
な
さ

ん
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

賞
2年 森田みつき

當 1年 田中ゆうき
ありのぎよ うれつ

　

　
　
　

げ見

で

長

　
　
　箋伊世い‐2ル- ｣ を読んで三一
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長
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路
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鉾
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作
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育 委 員 長

▲田中教育長から表彰状を受け取る小学校のみなさん

さ

樅

　　　　　　　
　　　　　　　　
最優秀賞 石田君
奨 励 賞 後藤君

県
内
三
十
九
の
市
町
村
と
新
日
本

海
新
聞
社
が
共
催
す
る

｢
日
本
海
新

聞
ス

ポ
ー
ツ
大
嘗
こ
の
表
彰
式
が
三

月
-
ニ

日

(
木
)
に
行
わ
れ
、

中
山
中

学
校
二
年
石
田
康
介
君
が
最
優
秀
賞

を
、

中
山
小
学
校
五
年
後
藤
雅
之
君

が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

石
田
君
は
、

県
中
学
総
体
走
り
高

跳
び
で
優
勝
、

県
中
学
校
新
人
大
会

で
は
走
り
高
跳
び
と
走
り
幅
跳
び
で

優
勝
し
ま
し
た
。

県
下
の
中
学
跳
躍
界
で
ナ
ン
バ
ー

ワ

ン
に
輝
い
た
ほ
ど
、

大
変
に
練
習

熱
心
で
、

今
年
は
全
国
大
会
で
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

後
藤
君
は
、

県
小
学
校
陸
と
競
技

大
会
五
年
生
八
百
メ
ー
ト
ル
で
優
勝
、

西
伯
郡
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
で
も

五
年
生
八
百
メ
ー
ト
ル
で
優
勝
し
ま

し
た
。

普
段
の
ス

ポ
少
サ
ッ

カ
ー
部

で
の
練
習
に
加
え
、

陸
上
大
会
に
向

け
て
も
猛
練
習
し
た
成
果
が
実
り
ま

し
た
。
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ば
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さ
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た
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と
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緒
に
~

上
中
山
保
育
所
で
は
、

毎
年
、

上

中
山
地
区
老
人
会
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
ひ
な
ま
つ
り
を
お
祝
い
し
て
い
ま

す
が
、

今
年
も
三
月
ニ
ロ
に
同
会
の

皆
さ
ん

(
十
三
人
)
を
お
招
き
し
ま

し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
楽
し
い
お
ど
り
や
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
ひ
ざ
の
上
に

三
人
も
の
子
ど
も
さ
ん
を
の
せ
る
ゲ

ー
ム
も
あ
り
、

子
ど
も
と
お
年
寄
り

が
一
緒
に
な
っ

て
楽
し
い
時
間
を
す

ご
し
ま
し
た
。

年
長
組
の
園
児
た
ち
は
、

机
を
運

ん
だ
り
、

お
や
つ
を
配
っ

た
り
、

み

ん
な
で
協
力
し
て
お
手
伝
い
も
し
っ

か
り
で
き
て
い
ま
し
た
よ
。

▲町長と主催者を囲んで記念撮影

　

　 　
　　 　　

　

▲とこのおばあちゃんのとこ ろへ行こうかな ▲孫の肩たたきに満足

　

ん

圏　　　
一
ゞ
月
九
ロ

(
水
)
に
行
わ
れ
た
三

歳
児
健
診
の
歯
科
検
診
で
、

｢
よ
い

歯
｣
(
む
し
薗
ゼ
ロ
、

菌
の
状
態
が

と
て
も
よ
い
)
と
診
断
さ
れ
た
子
ど

も
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
歯
科
検
診
で
は
、

歯
科
医
師

が
診
断
し
、

歯
科
衛
生
十
が
指
導
を

し
ま
す
。
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りきちゃん ｢ょぃ曲｣ょかつたです 毎日寝る前に必ずしあげ

誕増失言係る変擬す豪族室群 みがきをしてい弱‐0
むし歯のない菌をめざします これからもがんばります,

ん
一
き
な

れ

廳
響か7

逢
蟻
八

寛
保
年
間
(
一

七
四
一
年
ご
ろ
)

か
ら
約
一
二
目
五
十
年
以
上
行
わ
れ
て

い
る
と
さ
れ
る
管
粥
神
事
が
蓬
坂
八

幡
神
社
で
‐
ゞ
月
二
十
三
H
に
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

管
粥
神
事
は
、

大
釜
の
中
に
米
と

竹
筒
を
入
れ
て
煮
立
た
せ
、

竹
筒
の

中
に
入
っ
た
粥
の
量
で
豊
凶
を
占
う

近
辺
で
も
数
少
な
い
神
事
で
す
。

竹
筒
は
全
部
で
二
十
四
本
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
筒
が
作
物
や
魚
な
ど
に

割
当
て
あ
り
ま
す
が
、

全
体
を
占
う

｢
六
年
｣
は
、

六
分
と
平
年
並
み
で
、

参
列
し
た
総
代
の
皆
さ
ん
は
ほ
っ
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

占
い
の
読
み
方
は
、

様
々
で
す
が
、

こ
こ
で
は

｢
裏
を
指
す
｣
と
い
っ

て
、

九
ー
十
分
は
あ
ま
り
好
ま
れ
ず
、

六

…
八
分
程
度
が
良
い
卦

(
け
)
と
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

昔
は
、

こ
の
あ
た
り
で
も
イ
ワ

シ

な
ど
の
魚
が
豊
富
に
水
揚
げ
さ
れ
て

い
た
そ
う
で
、

米
や
果
樹
な
ど
の
農

産
物
の
他
に
、

シ
イ
ラ
や
タ
イ
な
ど

の
海
産
物
も
占
い
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
点
に
も
興
味
を
引
か
れ
ま
す
。

来
年
の
管
粥
神
事
に
は
、

皆
さ
ん

も
参
列
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
?･

(
旧
暦
‐

月
十
五
日
)

神
事
(占
い
)
の
結
果
は
、

次
の

と
お
り
で
す
。

5
さ
て
、

今
年
の
作
況
は
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'
こ

ぎ
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▲

早
稲

一
分

小
豆

十
分

ス

イ
カ

四
分

た
い

四
分

中
稲

七
分

い
も

四
分

メ
ロ
ン

四
分

"

、

四
分

、し、
L"“

晩
稲

三
分

梨

七
分

リ
ン
ゴ

ー
ニ
分

雑
魚

七
分

大
麦

五
分

栗

八
分

和
菜

人
分

い
わ
し

十
分

小
麦

一
分

梅

五
分

洋
菜

四
分

は
ま
ち

十
分

大
豆

五
分

大
年

六
分

し
い
ら

四
分

あ
ご

人
分

▲大鍋に竹筒と米を入れる太田禎彦宮司と太田貴能桐宜さん
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県警では、 警察力の強化を図り、 治安情勢の変化に的確に対

応 し、 県民が安全で安心 して暮らすことのできる地域社会を実

現するため、 平成17年 4月 1日に警察署と交番 ･ 駐在所の再編
を行います。
八橋警察署管内の中山町では、 ｢下市警察官駐在所｣ を廃止 し、
あわせて、 駐在所の受持区域の見直しを行い再編します。
再編後は ｢パトカ ー による機動的パ トロ ールの強化｣ 等により、
住民の皆さんの不安感の解消と治安サー ビスの向上に努めます。

●問い合わせ先
八橋警察署 (0858) 49 - 0110㈹
名 称 再編後 の 受持区域

田中 駐在所 中山町全域

なお、 現在米子警察署の管轄である ｢名和町｣
八橋警察署の管轄となります。

｢大山町｣ は、

■■･･ ･ . ･･ . ･■‐■‐･･■‐■■■‐■‐･･･■‐■■■‐‐■‐‐■■■‐‐■■■■■■■■1･

アメダス

｢下市｣が｢塩津｣に
気象情報でおなじみのアメ ダス

｢下市｣ が、 町村合併に伴い 3
月 2 8日から ｢大山町塩津｣ と、
表示が変わります。

測定場所は以前と変わりませんが、
テ レ ビなどをご覧になるとき ｢塩
津｣ と表示されます。

中山度所の電話費号
3月28日からは、 現在の中山町役場が ｢大山町役場中山支所｣ に変わります。
これに伴い、 電話番号も次のとおり変わりますので、 ご注意ください。

＼、 、 ＼＼ 3月25日まで 3月28日以降

主な業務 部 署 電話番号 部 署 電話番号

消防 ･ 選挙 ･統計 ･
自治会

総 務 課 58 - 6 1 1 1
まちづくり推進課

(財産区 ･ 町史) 5 8 - 6 1 1 1

支払 ･ 収納 会 計 課 5 8 - 6 12 2 (本庁) 会計課 合併後にお知らせ

戸籍 ･ 住民票 ･ 税 住民生活課
5 8 - 6 1 14
5 8 - 6 1 15

住民課

(年金清掃 ･ 人権)
5 8 - 6 1 14
5 8 - 6 1 15

国保 ･ 老人保健 ･ 検診 福祉保健課 5 8 - 6 1 12 福祉課 5 8 - 6 1 12

土木 ･ 住宅 ･ 上水道 ･

下水道
建設水道課 5 8 - 6 1 18

5 8 - 6 1 19 ふるさと振興課 58 - 6 1 16
農林水産

産業振興課 5 8 - 6 1 15
住民課地籍調査室 5 8 - 6 1 13地籍調査

農地 農業委員会 5 8 - 6 1 17 (本庁) 農業委員会 合併後にお知らせ

土地改良 土地改良区 5 8 - 6 12 5 土地改良区 5 8 - 6 12 5

教育 教育委員会 5 8 - 6 12 0
中山公民館
(現 :中央公民館) 5 8 - 2 3 34

議会 議会事務局 5 8 - 6 12 3 (本庁) 議会事務局 合併後にお知らせ
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春通し:;月はイチゴ狩りにも行くよ~ :
子育てサーク′しなガやまよりおしらせ

3月になりました。 寒い日もまだありますが、 春が近づいてきて気分もなんだか軽
くなつてきますね。 天候不順でお休みがちだったお散歩もそうそう再開の時期でしょ

うか。 そんなお散歩がてら、 どうぞ気軽に赤ちゃんサ□ンに遊びに来てみてくださいね。

◎赤ちゃんサ□ン日程 (毎週水曜10時ごろよりデイサービス 2 階で開催 )
3月 16日 サロン交流お茶会 (協力 :社会福祉協議会 )

みんなでお茶菓子を囲んで楽しいひととき。

3月23日 絵本の紹介、 読み聞かせなど (町民文庫から )
30日 サロン & サークル合同企画
｢みんなで行こう !イチゴ狩り 臼 (詳細下記 )

4月 6 日 給本の紹介、 読み聞かせなど (町民文庫から )
13日 保健師さんが来られます。 赤ちゃんの体重測定、 健康相談などお気軽に。

◎子育てサークルなかゆま情報 (サークルは月 1で開催 )
｢みんなで行こう !イチゴ狩り !｣
3月30日 (水 ) 11時 ~ 場所 中川農園
※事前に参加申込みが必要です。
申込み、 集合場所、 参加費等、 詳しくは町内各施設、 スーパーなどに掲示のサーク

ルチラシをご覧ください。

昨年、 大変好評だったイチゴ狩り。 今年も中川農園さんにお世話になり企画いたし

ました。 とってもおいしいイチゴを親子で楽しくお口いつぽいほおばりましょう ~ “

合併に伴って、 4月 1日からゴミの収集方法が変わります。 これに伴い、 次のとおり経過措置を行いま

すので、 ご注意ください。

○乾電池、 蛍光管の役場への持込みは、 3月25日までです。 それ以降は役場に持ち込まないでください (合
併後は、 収集の対象となります) 。
○現在お持ちの中山町の指定袋は、 平成17年 6月末まで使用できます。 それ以降は、 新大山町の指定袋 し

か収集 しませんので、 中山町の指定袋を多くお持ちの方は 3月25日までに平福薬局に持ち込んで買い取

ってもらってください (ただ し、 可燃袋は30枚単位、 分別袋は20枚単位で未使用のものに限ります) 。
○合併までに清掃セ ン タ ー に可燃ゴミや可燃粗大ゴミを直接搬入される方は、 清掃セ ン タ ー に事前にご連

絡ください。 合併前はゴミの搬入が多くなることが予想されますので、 早めにお申 し出ください。 なお、
持ち込まれるゴミの量が多い場合は、 搬入日時を指定させていただくことがあります。

【清掃セ ン タ ー連絡先 毬58一2544 受付時間 "平日午前 9時 ~ 午後 3時】

※詳しくは、 ゴミ説明会の資料等をご覧ください。
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お
い
し
い
料
理
の
秘
け
つ
は
、

愛
情
で
す
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な
増

“
ち
う
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2月14日に今年度最後の教育研修講座が開かれま した。

今回は近くなった協議会の合併とその後の活動について話

と

よ

ロ

た

て

町

に

じ

　
　

　

　
　

　
　

　　　

町の合併にともない、 私たち推進員も名和町、 大山町と

一つの協議会として活動していくことになります。 町によ

って活動の内容は様々ですが ｢健康づくり｣ という同じ目
的を持った組織ということに変わりはありません。 今後は

連携し協力しあいながら、 更に活動の輪が広がればよいと

なJも

0

"と

た

に

し
V一
片

に
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曰

く
し

併

M
近

ま
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月
は
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の
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回

合

町

一

し

す、まい思

小学校パクパク集会

と

よ

目
は

と

集
が

ま

に

真

料

う

問
た

町

に

じ

後

い

ク

会

し

ち

も

る

い

時

も

山

町

同

今
よ

パ

議

話

た

子

す
と

短
ど

大

o

う

o

ば

ク

協

お

も

の

催
た

0

予

ドン｣
ジー
上

"

こ

-
つ

食事と生活習慣病の話や地産地消の話など子どもたちに

は普段馴染みのないことかとも思いま したが、 どの子も真

剣にお話を聞いてくれま した。 中には食生活が上催する料

理教室に参加した子や文化産業祭でカニ飯を食べたという

子もおり、 カニについていろいろ質問も出ま した。 短時間

ではありま したが、 今回のお話がこれからを担う予どもた

ちに食を考えるきっかけとなってもらえればうれしく思い

昨年に引き続き 2月15日に小学校で開かれたパクパク集

会で、 ｢中山町の料理について｣ というテーマで協議会が
している料理を通じた健康づくりの活動についてお話しま

た、し

い
り

い
り

お

あ

食

0

も
は

に

す

子

で

ち

ま

う
ちを
霧
な
,

　
　
　　

、
ソ

鳥
取
県
人
権
教
育
基
本
方
針

i
同
和
教
育
5

同
和
教
育
は
、

一
九
五
〇
年
代
に
学

校
教
育
の
中
で

｢
今
日
も
机
に
あ
の
子

が
い
な
い
｣
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ

る
被
差
別
部
落
の
子
ど
も
た
ち
の
長
期

欠
席
･

不
就
学
を
い
か
に
解
消
す
る
か

を
出
発
点
と
し
て
、

取
り
組
ま
れ
て
き

ま
し
た
。

市
町
村
に
お
い
て
も
推
進
体
制
の
整

備
が
図
ら
れ
、

同
和
地
区
に
お
け
る
識

字
学
級
や
青
年
学
級
、

婦
人
学
級
、

高

齢
者
学
級
な
ど
住
民
主
体
の
学
習
活
動

を
通
じ
て
、

解
放
へ
の
自
覚
が
育
っ

て

き
ま
し
た
。

ま
た
、

あ
ら
ゆ
る
地
域
や

職
場
、

P
T
A
な
ど
の
各
種
団
体
で
も

同
和
教
育
に
取
り
組
み
、

｢
差
別
を
し
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▲鳥取県内であいつぐ差別事件を考えるシンポジウム (鳥取市)

て
は
い
け
な
い
｣
と
い
う
意

識
に
と
ど
ま
ら
ず
、

一
人
ひ

と
り
の
生
き
方
を
見
つ
め
直

し
、

人
間
と
し
て
の
よ
り
豊

か
な
生
き
方
を
し
よ
う
と
す

る
人
の
輪
が
広
が
っ

て
き
ま

し
た
。

同
和
教
育
は
、

同
和
問
題

の
解
決
を
基
本
課
題
と
し
な

が
ら
、

あ
ら
ゆ
る
差
別
問
題

の
解
決
と
人
権
課
題
に
つ
な

げ
推
進
す
る
教
育
へ
と
発
展

し
、

更
に
こ

れ
ら
の
取
り
組

み
の
中
で
す
べ
て
の
人
々

の

権
利
回
復
と
エ
ン

バ
ワ

メ

ン

ト
、

そ
し
て
自
己
実
現
を
図

る
取
り
組
み
が
重
ね
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

そ
し
て
、

日
本
に
お
け
る
人
権
教
育

の
土
台
を
築
い
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
同
和
教
育
や
啓
発
の
取

り
組
み
に
よ
っ

て
、

県
民
の
同
和
問
題

に
関
す
る
認
識
と
人
権
意
識
は
、

以
前

に
比
べ
る
と
高
ま
り
が
見
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、

無
関
心
層
や
無
関
心
を
よ
そ

お
う
態
度
を
示
す
層
が
存
在
し
て
い
ま

す
。

ま
た
、

結
婚
･

就
職
に
お
け
る
差

別
、

差
別
発
言
や
差
別
落
書
き
、

イ
ン

タ

ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
誹
議
や
中
傷

な
ど
の
差
別
事
象
も
依
然
と
し
て
発
生

す
る
な
ど
、

差
別
意
識
は
根
強
く
存
在

し
て
お
り
、

い
ま
だ
解
消
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

結
婚
に
お
け
る
差
別
に
つ
い
て
は
、

差
別
事
象
と
し
て
は
表
面
化
し
に
く
い

も
の
で
す
が
、

結
婚
差
別
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

同
和
地

区
と
同
和
地
区
外
の
人
と
の
結
婚
は
、

婚
姻
率
は
高
ま
っ

て
き
て
は
い
る
も
の

の
、

そ
こ

に
差
別
が
内
在
し
て
い
た
り
、

ま
た
、

結
婚
後
も
家
族
や
親
戚
と
の-
付

き
合
い
が
で
き
な
い
状
況
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

地
域
や
企
業
に
お
い
て
も
、

差
別
落

書
き
や
発
言
な
ど
が
起
こ

っ

て
い
ま
す
。

中
に
は
、

他
の
差
別
発
言
に
関
す
る
内

容
を
併
記
し
た
差
別
落
書
き
も
あ
り
ま

す
。

ま
た
、

身
元
調
査
･

聞
き
合
わ
せ

な
ど
、

差
別
に
つ
な
が
る
人
権
侵
害
も

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、

従
来
の
識
字
問
題
に
加
え
、

今
日
の
高
度
情
報
化
社
会
に
お
い
て
、

情
報
格
差
と
い
う
新
た
な
問
題
も
現
れ

て
き
て
い
ま
す
。

差
別
へ
の
怒
り
を
実
践
す
る
と
と
も

に
、

差
別
に
立
ち
向
か
っ

て
い
く
人
た

ち
の
強
さ
や
た
く
ま
し
さ
、

温
か
さ
に

気
づ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、

自
分
と
差

別
の
関
わ
り
を
見
つ
め
、

自
ら
の
あ
り

よ
う
と
実
践
を
つ
な
い
で
い
く
営
み
を

重
ね
る
こ

と
を
大
切
に
し
て
生
き
た
い

も
の
で
す
。

こ

の
欄
を
四
月
よ
り
受
け
持
ち
、

一

年
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

小
地
域
懇
談
会

な
ど
で
は
、

区
長
さ
ん
を
は
じ
め
、

た

く
さ
ん
の
町
民
の
み
な
さ
ん
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

差
別
の
な
い
人
権
尊

重
の
社
会
を
め
ざ
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(人
権
教
育
推
進
員

地
山
勝
也
)

育児 ･ 介護休業法が改正されまし度
平成16年12月に ｢育児休業、 介護休業等青児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律｣ が改正され、 平成17
年 4月から施行されます。 主な改正内容は次の 4点です。

●育児休業や介護休業が取れなかった期間雇用者でも、 一定の要件を満たした場合、 育児休業や介護休業がとれるよ
うになりま した。
※ ｢一定の要件｣ とは、 同一事業者に 1年以上雇用され、 契約の自動更新規定などにより休業期間終了の 1年後も引
き続き雇用されることが見込まれることなどの要件のことです。
●保育所に入所を希望しているが、 入所できなかったなどの場合は、 子どもが 1歳 6 カ月に達するまで育児休業がで
きます。
●介護休業期間が対象家族 1人につき連続 3 カ月まで 1回限りであ っ たのが、 対象家族 1人につき、 常時介護を必要
とする状態に至るごとに 1回の介護休業ができます。 期間は通算して (のべ) 93日までです。
●小学校就学前の子を養育する労働者は、 1年に 5 日まで、 病気や怪我をした子の看護のために、 休暇を取得できる
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の

雇
に

0

業
状
就
な

な

定
き

所
す
休
る

校
に
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業

雛
広

に

一
統
育
ま

護
す
学
う

児
休

う
｢
き

保
き

介
と

小
よ

育
議

し

間

※

●

●

●

介

詳
く

椚 広報なかやま 3月号

育児 ･介護休業法の規定は、 企業や事業所の規模を問わず適用されます。 また、 性別は問いませんので、 男性も育児
介護休業がとれます。

詳しくは、 こちらまでお問い合わせください。
く問合せ先〉 〒680 8522鳥取市富安 2丁目89‐9 鳥取労働局雇用均等室 公0857一29一 1709

▲みんな真剣に話を聞いています

ブロッコリーのごまマヨネーズ和え

! 材料【4人分) ｣ - 作 り 方 -
ブロ ッ コリー ………年00g m ブ ロ ッ コリーは小房に分
人参 ………………… 80g けて、 芯もせん切り (こし

もやし……………… loog てゆでる。

白菜…………………↑009 l霧人参はせん切り (こしてゆ

しょうが ･にんにく…↑かけ でる。

練りゴマ ………… 309
くめもやしはゆでてしぼる。

し ょうゆ……小さじ 4 長いものは食べやすいよ

砂糖 …………小さじ億
うに切る。

マヨネーズ…大さじ筆
幼白菜はゆでてしぼり、 せ

酢 ....……… ..小さじ 2
ん切りにする。

からし ……………適量 りおろし、 調味料と混ぜ

合わせる。 (からしは好
みで量を加減して入れる)
⑥1ゆでた野菜をボールに入れ

ト導 亘 くめと混ぜ合わせて器に盛る

/<＼
‐

･

･

･
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･
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マ
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-
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櫨謳う樋口
18日 (金) 小学校卒業式
19日 (土)
20日 (日)

3 月

(火) 5歳児検診 (環境改善セ ン タ - )
(水)
(木)
(金)

小 ･中学校修了式

人権相談･農用地有効利用和談(役場)、行政相談･心配ごと柳談
(いきき倶楽部)、1歳6ヶ月検診(環境改善センター)、役場閉庁式

(月 ) 新火山町役場網十式

ん
　　

%圈
　

2月末現在空家○戸垂論
※入居の相談は役場
建設水道課へ (窓5 8‐6 1 1 8 )

◆況
状居入
範
囲

役場への

国保、健診、老人保健(福祉保健課)
清掃、介護保険 58一6 11 2

戸籍、住民票、印鑑 (窓口)

税金、交通、年金(住民生活課)
保育所 58一6115

農林水産業、商I観光(産業振興課)
地籍調査、イベント 58一6 116

農地

学校教育、社会教育(教育委員会)
スポーツ大会 58一6 12

町議会

温泉館

町民文庫

友好館

社会福祉協議会

デイ サ ー ビスセ ンタ ー

介護支援セ ンタ ー

中央公民館

58一‐6 114

58一‐6 116

(農業委員会)
5 8一‐61す7

土木、町営住宅 (建設水道課)
上水道、下水道 58一6 118

58一‐6 119

支払、収納

58一6 120

(会計課)
58一6 122

(議会事務局)
5 8一‐6 123

消防、選挙、広報(総務課)
統計、企画 58一61 11

FAX 58一4 0 24

改善セ ンター

生活想像館

58一6 124

4 9一333 0

4 9一‐33 10

49一‐30 10

4 9一3 020

49一‐3 0 12

49一3000

49一3007

58‐233 4

12

　　　　　　 　 　
　 　 　 　 　

生後9 1日以上の飼い犬には、 毎年 1回必す予防注射をすることが、
飼い主に義務付けられています。
次の日程の都合の良い場所で予防注射を受けてください。
月 日 受付時間

4月 5 R (火)
14 : 30 ~ 15 : 20

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　

J 4月 6 n (水) 14 :10 ~ 14 : 40

h月鮒 (木) 丑濠粥三岳粥 否 取 開 拓 農 協

●手数料 (予定)●
予防注射料2 ,4 0 0円 注射済交付手数料5 5 0円 合計2 9 5 0円
※初登録の犬には、 別に登録手数料3 ,00 0円が必要です。
※然りの表示板が必要な方は、別に8 0円が必要です。

国税庁では、 国税専門官を募集しています。
〔受 験 資 格〕
1 昭和5 3年 4月 2日~昭和5 9年 4月 1日生まれの者
2 昭和5 9年 4月 2日以降生まれの者で次に掲げる者
(1)大学を卒業した者及び平成 18年 3月までに大学を卒業する見
込みの者
(2 )人事院が(1)に掲げる者と同等の資格があると認める者
〔受験申込書及びパンフ レッ トの請求、 問い合わせ先〕
○広島国税局人事第二課試験研修係
(予7 3 0‐8 5 2 1広島市中区上八丁堀6‐30 TEL08 2一2 2 1一9 2 1 1)
又はお近くの税務署総務課へ
〔ホ ームページアドレス〕

、
ノ

0国 税 庁 http ://w w w .n ta g o .ip/
0広島国税局 http ://w w w .hiro s h im a n ta g o .ip/

ハローワーク栄子刀もらお知うせ
↓ 下すな鴫人‐‐、、‐÷火彗言えミ夕子 ノ、ロトサ テ ラ ･ u ｣ ! -米子ハー トサ テ ラ イ トと米子市高年齢者職業相談室が移転し、

ー ワ ー ク米子駅前相談室と して リニ ュ ー アル オ ー プン します。
移 転 場 所
業務開始日
相談室の特長

米子市明治町250 畑山陰合同銀行米 r駅前安店 1階)
平成17年 4月20ロ
若年者から高齢者までの職業相談、 職業紹介の実施.
求人白己検索シス テ ム により県内ハロ ー ワー ク の求人
検索‐
月曜ロ~ 金曜ロ 10 : 00 ~ 18 :00業 務 時 間 月曜ロ~ 金曜ロ 10 : 00 ~ 18 :00

な お、 当施設は、 鳥取県が開設する ｢と っ とり若者仕事ぶらざ米子
支所｣ と併設に なります。

鳥取県内の市町村合併の状況

　　　　　　 　　　　　　　　
＼ ノ H 16 .9 .

.八、[榊
＼

ハノ
(剰白郡東伯

H 16 .10 .1合併
米子市

(西伯郡西伯町、会見町)

(鼾搬入

日南町 ＼ゞ/

　

　　　　　町ラ
大山町

＼
く

　　　　　　 　
伯耆町

江府剛
　
　　　

日野町

H 16 .9 .1合併
(東伯郡東伯町、赤碕町)

H 16 .10 .1合併

東伯郡
　　　　　　　　　　

、湯梨浜町、琴浦勘!

(東伯郡羽合町、泊村、東郷町)

, 取県内の市町村合併の状況

H 16 .1 1.靴合併

　 　　　
鳥取市

l新町名 八頭町 (やすちよう )合併予定期日 :H 17 .3.3 1
合併方式 :新設合併

新市名 :倉吉市くくらよしし)
合併予定期日 :H 17 .3 .2 2
合併方式 :編入合併

H 17 .1.1合併
(西伯郡岸本町、日野郡溝口町)

13 広報なかやま 3月号

新町名 コヒ栄町 (【まくえいちよう )
合併予定期日 :H 17 .10 .1
合併方式 :新設合併

平成17年2月 1日現在

9 (慌ゾ瀞rh、右安岡、者桜町、智頭町、 =湖町、日吉津村、日南町、日堅F剛~ ;!Ht佃〕
ころG

王町
"当I"｣)

温泉でサ ッパリ したあと は、 映画を見なが らリ ラ ック ス…町民文庫主
催の映画鑑賞会が毎月開かれて います。 話題の作品を大画面で、 しかも
無料で楽しめます !※ 入場券は発行しません ので、 開始時間に合わせて

ご来場くださ い。
●期 日 3月19日 (土)
●会 場 生活想像館 わくわくホ ール

時 間

,① わんわん物語 【アニメ】 1 1 :0 0 ~ 12 :10 (7 0分)
順 題 名

. l
-

　　　　　　 　　　　　
(お問合せ先)町民文庫 台49一3010

駈壬竜王
国民年金などの年金制度の改正が平成17年 4月から順次実施されます。

①平成17年 4 H から平成18年 3月までの国民年金保険料は、 月額13,580円になります。
②保険料の前納をn 座振替にすると割引額が増えます。
(17年度分保険料を一括前納の場合、 現金払いよりも530円お得になります。 )
③早割り制度 (、1毎月末引き落と し) ができま した。 これに申し込むと通常のロ座振替

詳しくは、 米子社会保険事務所までお問い合わせください
〈問い合わせ先〉

(翌月末
引落し) よりも月々40円お得になります。
④その他、 障害基礎年金を受給していない障害者の方に対して給付金を支払う制度なども新設

されます。

〒683‐o805 米子市西福原 2丁目13 4 米子社会保険事務所 公0859一34一6111

瀉祷洌轄醤の飲酒【

酒販店、コンビニ、スーパー等では、
.＼

免許証;廃園!等の提示なけこょる
年齢確認を実施しています。

き
の飲酒は

;律で禁止されて

未成年者がお酒を飲んではいけない主な理由
●脳の機能を低下させるおそれがあります。
●肝臓をはじめとする臓器に障害を起こしやすくなります。
●性ホルモンに異常が起きるおそれがあります.
●アルコール依存症になりやすくなります。
●未成年者の飲酒を禁する法律があります。

4月は未成年者飲酒防止強調月間です
国税庁/厚生労働省/内閣府/警察庁/文部科学省/総務省/社団法人アルコール健康医学協会/全国小売酒蝮組合中央会
日本チェーンストア協会/社団法人日本フランチャイズチェーン協会/社団法人日本ボランタリー･チェーン協会

社団法人全国スーパーマーケット協会/社団法人日本セルフ･サービス協会

へ ま くこi D 四
役 お で ○ 希 V 十 中
場 問 お 0 望 D 八 山
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鳥取県内の市町村合併の状況
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霊壬竜王計紺


